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国際交流活動から得た看護学生の学び
−2017年度カンボジア・スタディツアー報告−
山下　亜矢子１）*
１）新見公立大学健康科学部
（2018年11月21日受理）
Ⅰ はじめに
我が国において社会、経済等のグローバル化の進展と共
に、高等教育における国際的流動性が高まる中、欧米諸国
においても積極的な留学生施策の実施や国境を越えた教
育の提供が行われており、我が国における大学教育の一層
の国際化推進が喫緊の課題となっている１）。看護学教育に
おいて、平成 29 年 10 月、大学における看護系人材養成の
在り方に関する検討会は、看護学教育モデル・コア・カリ
キュラムとして「学士課程においてコアとなる看護実践能
力」２）を示した。本カリキュラムの学修目標は、看護系人
材（看護職）として求められる基本的な資質・能力として、
学士課程における看護系人材としての資質・能力を獲得
するための学修内容とその到達レベルが定められている。
その中では、国際社会・多様な文化における看護職の役割
について学ぶことが示されている。国際社会・多様な文化
における看護職の役割について学ぶための学修目標の3つ
として、国際社会における保健・医療・福祉の現状と課題
について理解できる、多様な文化背景をもつ人々の生活の
支援に必要な能力を理解できる、国際社会における健康課
題と戦略を理解し、今後の看護職に求められる役割や責任
について考察できる、という内容が示されている。
このような時代背景の中、新見公立大学では、前身である
新見公立短期大学時代の2006年より「カンボジア・スタデ
ィツアー」（以下、スタディツアー）を実施している。本
事業の活動目的は、開発途上国を知り、国際的視野を身に
つける、国際協力について考える、専門職としての教養と
感性を磨く、という達成目標を掲げ、学生に対し学習の機
会を提供し、国際交流活動内容の一つとして毎年実施され
ている３）。これまでのスタディツアーの教育的効果として、
カンボジアの生活や医療について理解を深めている４）。
2017年度も例年通り、スタディツアーによる国際交流が実
施された。報告では、スタディツアーの概要を紹介すると
ともに、参加した看護学生のアンケート結果より教育効果
について検討する。
Ⅱ カンボジアについて
カンボジアはインドシナ半島に位置する立憲君主国で
あり、面積は18.1万平方キロメートル、人口14.7百万人
（2013年）、人口の90％がカンボジア人（クメール人）で
あり、公用語はクメール語、首都はプノンペンである。気
候は大きく雨季（6月～11月）と乾季（12月～5月）に分か
れ、気温は年間を通じて高い熱帯性気候である５）。1970年
代から約20年にわたり内戦が続いていたが、1999年に東南
アジア諸国連合（ASEAN：Association of Southeast
Asian Nations）に正式加盟した。2017年の実質GDP成長率
は6.95％と年々、成長しており、日本との貿易は輸出358.1
百万ドル、輸入1,262.3百万ドルと年々増加傾向にある６）。
Ⅲ カンボジアの主な保健医療指標
カンボジアの2011年の平均寿命は63歳（男性62歳、女性
64歳）とASEAN加盟10か国中、最低であるが、低所得国（カ
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国内外での国際交流体験をとおして、さまざまな国の文化や歴史、医療状況などを学び、多様な価値観への
柔軟な思考を養うという目的のもと、カンボジアのシェムリアップ州にて5日間のスタディツアーを実施した。
参加者は、学生 11人と引率大学教員 2人である。今回、スタディツアーが学生に与えた影響と教育効果を明ら
かにし、今後の国際交流活動への示唆を得ることを目的としてアンケートを行った。結果、異文化交流や保健
医療活動に参加するなどの体験から、カンボジアの生活や人々の暮らし、保健医療福祉活動における現状や課
題について理解を深めることができた。また、現地の国際親善活動や事前の留学生との交流などから国際交流
活動をとおしてグローバルな視野を養うという学修効果を得た。
（キーワード）国際交流、保健医療活動、カンボジア、異文化理解、看護学生
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ンボジアを含む）の平均59歳より高い。乳児死亡率は急速
に改善して2010年には出生千対45となった。妊産婦死亡率
も急速に改善し、2010年には出生10万対206となった。これ
は低所得国の半分以下、世界水準も下回る水準であるが、
近隣のベトナムの59、タイの48などと比較すると、高い状
況７） である。人口分布は、年少者33.7％、生産年齢62.0％、
高齢者4.3％である８）。
Ⅳ スタディツアーの概要
１．目的
本学における2017年度におけるスタディツアーの目的
は、国内外での国際交流体験をとおして、さまざまな国の
文化や歴史、医療状況などを学び、多様な価値観への柔軟
な思考を養うことである。
２．スタディツアーの内容
スタディツアーの授業科目名は国際交流活動である。開
講時期は1-4年次の通年単位数であり、単位数は1単位 30時
間である。
１）到達目標
スタディツアーの到達目標は、国際体験をとおして、外
国文化に触れ、自分および自国文化を見つめなおすことで
ある。
２）授業の概要
授業の概要は、カンボジア・スタディツアーをとおして
発展途上国の生活や人々の暮らし、健康上の問題などを学
ぶ。また、海外体験だけでなく、地域の国際親善活動や留
学生との交流など、国内での交流体験も活動の対象とし、
山下　亜矢子
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表１　2016 年度　カンボジア・スタディツアー日程表
国際交流活動から得た看護学生の学び
さまざまな国際交流活動をとおしてグローバルな視野を
養うことにある。
３）科目のねらい　 　
活動のねらいは国際交流活動に参加することで、海外の
文化や価値観の多様性を理解し、柔軟な思考を養うことで
ある。学びの視点は、生活と健康に焦点を当て、海外の医
療や福祉の現状を学び、看護専門職者としての役割を考え
ることである。
４）事前研修
スタディツアーの一環としてカンボジア訪問前に国内
で実施する事前研修を4回開催した。
①第1回目事前研修：2017年6月9日（金）18：00～19：30に
「カンボジアを知ろう！」というテーマのもと開催した。
内容は昨年度カンボジア・スタディツアーに参加した学
生2人より体験発表が行われた。参加者は看護学科1年生11
人、2年生1人であった。
②第2回目事前研修：2017年10月27日（金）18：00～19：30
に「カンボジアの医療について」というテーマのもと開催
した。内容はカンボジアの医療に関するDVD視聴、カンボ
ジアの文化に関する英文文献の抄読会を行った。参加者は
看護学科1年生9人であった。
③第3回目事前研修：2017年12月16日（土）15：00～18：00
に「カンボジアからの留学生との交流」というテーマのも
と開催した。内容は、岡山県内在住のカンボジアからの留
学生によるカンボジアに関する講演とクメール語講座を
開催し、カンボジアの文化や歴史について学んだ。参加者
は1年生2人、2年生2人であった。
④第4回目事前研修：小学校訪問時の交流に向け、日本の
遊びを紹介する準備、寄付を行う文具の準備を2017年12月
22日（金）に行った。
３）スタディツアーの内容
期間：2018年1月5日～2018年1月9日の5日間
参加者：看護学科1年生9人、3年生2人、教員2人
日程：スタディツアー日程の詳細を表1に示す。
４）スタディツアーの主な内容
①アンコール小児病院見学
シェムリアップ市に位置し、1999年にフレンズ・ウィズ
アウト・ア・ボーダーが設立したアンコール小児病院
（Angkor Hospital for Children：以下、AHC）９）を見学し
た。まず、敷地内に観光客向けの見学施設であるビジター
センターに案内された。ビジターセンターでは、広報担当
者よりAHCの設立の背景、機能など病院の概要について説
明があった。ビジターセンターでは、ビデオやパネルでア
ンコール小児病院の活動が紹介されていた。また、オリジ
ナルグッズ、カンボジア製品などを購入することで寄付活
動が行える場所であった。
AHC（特定非営利活動法人フレンズ・ウィズアウト・
ア・ボーダーJAPAN）は、開院以来、のべ160万人以上の
子どもたちに医療を提供しており、毎日400～600人の子ど
もの外来受診がある。AHCは、乳幼児から15歳までの子ど
もたちを対象に、24時間体制の救急病院として、小児内科、
外科、歯科、眼科診療を行っている。現在、年間約5億円の
病院運営費のほとんどは、支援金によってまかなわれ、運
営されている。また、医療のみでなく、医療教育センター
を併設し、スタッフや医療従事者の育成や、地域医療支
援・保健教育プログラムを通して、地域の人々への一般衛
生教育・予防医学の普及に努めている。外来患者の主な疾
患は、上気道感染、耳鼻感染、下痢、赤痢、寄生虫による
感染、外傷などである。院内は個人情報法や療養環境を保
つため、一部のみ見学が可能であると広報担当者より説明
を受けた後、通訳の付き添いのもと、院内を見学した。院
内は外来診察室、救急救命室・集中治療室、内科入院病棟、
歯科治療室などの建物が整備されていた。外来待合室では
多数の親子が診察を待っていた。大きなモニターがあり子
ども向けアニメが上映されおり、待ち時間にアニメ鑑賞が
できるように整えられていた。近隣では唯一、子どもの精
神疾患を治療する病床も設けられていた。内科病棟では主
な症例は栄養失調、肺炎、結核、HIV/AIDS感染症などの
治療を行っていると説明を受けた。学生は説明に対し、真
剣なまなざしで聞いていた。また、治療環境としての場を
考慮し、見学者としてのマナーを守りつつ院内見学を行
い、カンボジアの小児医療について理解を深めた。
②フンセン小学校訪問
シェムリアップの街中にあるフンセン小学校に訪問し
た。小学校はコンクリートの3階建てであった。まず、校長
より小学校の概要について説明があり、その後、授業参観
を行った。学生は2年生と5年生の教室に訪問し、主に英語
でコミュニケーションを行った。学生は子ども達と折り紙
などを行い、交流した。小学校の登校時間は半日であった。
下校時は多数の親がバイクで子どもを迎えに来ていた。下
校後、小学生は家事や仕事などを行うと校長より説明があ
った。
③コクチャン小学校訪問
シェムリアップの郊外にあるコクチャン小学校に訪問
した。小学校は木製の1階建てであった。まず、校長より小
学校の概要について説明が行われた。次に教室に訪れ、学
生が小学生にメッセージを送り、日本から持参したノート
や鉛筆、ボールペンを小学生ひとりひとりに手渡した。そ
の後、校庭で新聞を使ったじゃんけん遊び、鬼ごっこ、折
り紙などを一緒に行い交流した。子どもとのコミュニケ―
ションは主にジェスチャーであった。学生と小学生は一緒
に遊ぶことで、お互いに生き生きとした表情であり、楽し
い感情を共有できた様子が伺えた。
⑤NPO法人HEROの健康診断手伝い
NPO法人HERO10）は世界各国で、経済的・社会的な理由
により学校に通えない子どもたちのために、無料で通える
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学校を作り、各国の現実に応じた学ぶ機会を子どもたちに
提供することを主な活動としている。他にカンボジアの小
学校で子ども達と交流を行うスタディツアーやビジネス
インターンシップ、マイクロ養豚バンク、Hotel Doctor
Serviceなどを運営している。Hotel Doctor Service11） で日
本人が診察を受けると、カンボジアの村の子供たちに結核
のワクチンが届くほか、健康診断を受けられるシステムで
ある。Hotel Doctor Serviceは月に一度、病院のアクセスが
難しいカンボジアの農村部の学校を訪問し、子どもを対象
とした無料の健康診断、歯磨き教室、手洗い指導などの健
康支援を行っている。
今回のスタディツアーでは、参加学生が健康診断の手伝
いを行った。健康診断の対象はシェムリアップ郊外の小学
校に通学する小学生である。健康診断の担当スタッフは
Hotel Doctor Serviceのカンボジアの医師と、日本人の看
護師である。訪問した小学校はHEROの手作りである。現
地までは道路が途中までしかないため、途中からバスを降
り、担当スタッフと一緒に徒歩で現地に訪れた。学生は担
当スタッフの付き添いのもと、身長・体重測定、検温、診
察介助など健康診断の介助を行った。介助の際には日本人
看護師より丁寧な指導を受けた。診察時は順番どおり進む
よう、子どもへの声掛けなどもクメール語で行った。カン
ボジアの子どもは感染性の腸炎や齲歯などの未治療者が
多い状況であった。健康診断で何らかの症状がある子ども
に対し、薬の処方や食事指導なども行われていた。医師や
看護師は小学生が安心して健康診断を受けられるよう声
掛けを行っていた。学生もスタッフの指導のもと子どもが
安心して健康診断を受けられるよう、学生間で連携し、健
康診断の介助を行った。また、学生は健康診断終了時の小
学生と校庭で一緒に遊ぶなど積極的に交流を深めた。
⑥SUSU工房見学
NPO法人かものはしプロジェクト　かものはしコミュ
ニティファクトリー　SUSU工房を見学した。かものはし
は、2002年からカンボジアで活動を始め、最貧困家庭の暮
らしを守るコミュニティファクトリー事業や孤児院支援、
警察支援を通し、カンボジアで「子どもが売られてしまう
問題」の解決の道筋をつくる活動を行っている。かものは
しプロジェクトのカンボジア事業の自立に合わせ、4月1日
より、NPO法人SUSUとなる12）。本プロジェクトは2002年
からカンボジアシェムリアップ州ソトニコム地区クチャ
村に2008年に開いたコミニュティファクトリーである。工
場では貧困の農村家庭の女性たち約100人を雇用しカンボ
ジア発ファッションブランドSUSUの製品を作成してい
る。SUSU工房の運営を通じて、村の貧困家庭で育った女性
に対し雇用創出を中心とした自立支援を行っている。
工場ではカンボジアの天然素材「いぐさ」を使った生活
雑貨（ランチョンマット、コースター、草履など）を手作
りしていた。工場の敷地内には工場で作成した生活雑貨を
販売するスペースを設けていた。工場は働く女性の自立の
ため様々なスキルを学べるよう場が設けられていた。文字
の読み書きや計算、栄養のある食生活の指導、貯蓄の知識、
マネジメント力などを培うことを通じて、将来の選択肢が
増えるようにしている。10万人が暮らす地域から経済状況
や家庭環境が厳しい女性たちを雇用することにより安定
した収入を提供し、女性たちの経済的自立を目指してい
る。女性が職を得ることにより職業訓練、安定した収入な
どにつながっている。女性が勤務しやすいよう給食を提
供、託児所、送迎なども整備している。工場では実際のい
ぐさ商品の作成過程を見学した。いぐさ製品の作成過程は
まず、取り寄せたいぐさを、太さや色の濃さによって丁寧
に手作業で選別していた。その後、いぐさを染料を入れた
大きな鍋で煮て、赤、青、黄、緑、ピンクなど様々な色に
染めていくとのことであった。染め上げられたいぐさは手
織り機を使用し織り上げていた。学生も実際に手織り機を
体験した。織り上げられたいぐさは、それぞれの製品の型
に合わせて、カットされていた。カットされたいぐさは布
をミシンで縫い合わせて、製品として仕上げていた。最後
に完成した製品は品質チェックが行われていた。完成した
製品は直営店に届けられ、販売されるとのことであった。
工場見学後は工場に勤務している女性の家庭を訪問し、
カンボジアの農村での生活の実際を見学した。見学した住
居は家族の手作りであり、高床式であった。学生はカンボ
ジアにおける女性の生活支援や就労支援に関する問題を
考える機会を得ることができた。また、現地の住居などを
見学することによりカンボジアの文化について理解を深
めることができた。
３．評価方法
スタディツアーの評価方法としてはツアー参加者に対
し、独自に作成した無記名自記入式質問紙を配布し、回収
した。
質問項目として、スタディツアーに関する教育目標に関
する評価項目を8項目に設定した。スタディツアー終了後、
各項目について「大変よくできた」から「全くできていな
い」、の5段階評価と評価理由について自由記載を依頼し
た。また、スタディツアーの良かった内容、改善が必要と
思った内容について自由記載を依頼した。
４．倫理的配慮
アンケートデータの使用目的、協力の自由意思、拒否権、
プライバシーの保持、結果を事業評価報告書として発表す
ることを口頭にて説明を行った。
Ⅴ 結果
スタディツアー参加者11人中10人よりアンケート協力
を得た。評価結果を図1、評価理由を表2、スタディツアー
の良かった内容・改善が必要と思った内容を表3に示す。
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Ⅵ 考察
「国内外での国際交流体験をとおして、さまざまな国の
文化や歴史、医療状況などを学び、多様な価値観への柔軟
な思考を養う」ことを目的として、5日間、カンボジアのシ
ェムリアップ州にてスタディツアーが開催され、学生 11
人と引率大学教員 2人の参加者があった。事前学習では、
カンボジアからの留学生との交流会なども企画し、異文化
の理解を深めた。しかしながら、カンボジアからの留学生
との交流会の参加者は4人と少数であった。そのためアン
ケート結果では、事前学習に参加した学生から好評を得た
が、参加できなかった学生の国内におけるカンボジア留学
生との交流に関する項目の評価が低値であった。今後は学
生が参加しやすい時間などを考慮し、事前研修を開催する
ことが課題としてあげられる。
その他のアンケート結果は、「大変よくできた」から「よ
くできた」と回答しているものが約9割を示した。学生はス
タディツアー参加により、小学生との遊びを介した交流や
カンボジアの生活や人々の暮らしの場を見学することな
どからも異文化交流を行うことが達成感につながったと
思われる。また、現地で活躍する日本人の看護師の活躍す
る姿を見学するとともに、健康診断の介助などから、保健
医療活動に主体的に参加することができ、現地の保健医療
福祉活動について理解を深め、国際的な看護職の活動の実
際や役割について学ぶことができた。
以上より、スタディツアーが学生に与えた影響として、
現地の国際親善活動や事前の留学生との交流などから国
際交流活動をとおしてグローバルな視野を養うという学
修効果を得ることができた。スタディツアーの今後の継続
が望まれる。
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図１　評価結果
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ʀೖຌͲͺ͍ΉΕ઴͹͞ͳͲ΍ࠅΏेΞͲ͏ΖஏҮͶΓͮͱɼͲ͘͵͏͞ͳ͍͖͗ͮͪΔɼͨ͞ΝͲ͘ΖΓ͑Ͷ͢ͱ͏͖͵͜
Ηͻ͵Δ͵͏ͳࢧͮͪ
ʀ݊߃ਏஇΝ௪͢ͱɼ؅ޤࢥ΍Ͳ͘Ζ͞ͳ͚͗ͪ͠Ξ͍Ζͳ״ͣͪ
㸬ᅜ㝿஺ὶάືࢆ㏻ࡋ࡚ࢢ࣮ࣟࣂࣝ࡞ど㔝ࢆ㣴࠺ࡇ
࡜ࡀ࡛ࡁࡓ
ʀೖຌͳք֐͹ҩ͏Ν״ͣΖ͞ͳ͗Ͳͪ͘
ʀೖຌͫ͜Ͳͺ͵͚ଠ͹ࠅ͹͞ͳΝߡ͓Ζචགྷ͍͗Ζͳࢧͮͪ
ʀք֐Ͳಉ͚16ͶڷັΝ࣍ͮͪ
ʀॵΌͱք֐͹൅ఴ౏৏ࠅΝ๜Ηͱ࢙ܻΝण͖ͪ͜Δ
ʀࣙ෾͗૟଀Ͳ͘͵͖ͮͪݳয়ΝஎΗ͖ͪΔ
ʀք֐Ͳ׈༄ͤΖೖຌਕͳ࿫ͦͪ
㉁ၥ㡯┠
表２　評価理由
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９）AHC（特定非営利活動法人フレンズ・ウィズアウト・
ア・ボーダーJAPAN）： http://www.fwab.jp/activity/
ahc［2018.9.23アクセス］
10）NPO法人HERO：https://npo-hero.org/［2018.9.23アク
セス］
11）Hotel Doctor Service：http://www.hotel-doctor-servi
ce.com/staff/item01/ ［2018.9.23アクセス］
12）NPO法人かものはしプロジェクトHP：https://www.
kamonohashi-project.net/［2018.9.23アクセス］
国際交流活動から得た看護学生の学び

